
最花貝塚の鳥獣類遺体と骨角器類
―同志社大学所蔵「酒詰コレクション」の内容―

澤浦亮平・吉永亜紀子・佐藤孝雄

はじめに

最花貝塚は、下北半島田名部平野の東部、青平川左岸の段丘上に位置する縄文時代中期末葉の遺跡

である。1947年以来、断続的に発掘調査が重ねられる中、当遺跡から出土した資料は、目下、国立歴

史民俗博物館、同志社大学歴史資料館、慶應義塾大学民族学考古学研究室などに分散・収蔵されてい

る。このうち、同志社大学歴史資料館が所蔵するのは、1951年、下北総合学術調査団による発掘調査

が実施された折、故酒詰仲男氏が任意採集した資料群に他ならない。幸いにも筆者らは2015年、総合

地球環境学研究所による「小規模経済プロジェクト」（代表者：羽生淳子）の一環として、「最花貝塚

出土資料」として同館に収蔵されている鳥獣類遺体と骨角器類、計206点（以後「当標本」と呼ぶ）

を同定・観察する機会を得た。本稿では以下、その内容について報告する。

同定・記載・計測法

当標本については出土地点、層位などが墨書された茶封筒も同包の上収蔵されており、一部の標本

に関して出土コンテキストを知ることができた。もっとも、注記などから確実に最花貝塚の出土遺体

と判断し得る資料は206点中僅かに25点を数えるにすぎなかった。別途報告する魚類・爬虫類遺体に

ナマズやスッポンの遺体が含まれていたことも鑑みると、当標本には一部最花貝塚以外の遺跡の資料

が混入している可能性も排除できない。

慶應義塾大学民族学考古学研究室、東北大学歯学部解剖標本室所蔵の現生骨格標本に照らして同定

を試みた結果、分類群を特定できた資料は総計80点。ハクチョウ属、アビ科、ニホンザル、ツキノワ

グマ、タヌキ、イノシシ、ニホンジカ、カモシカ、クジラ目からなる９分類群から構成されるそれら

については個々に「SB-DSS-」で始まる整理番号を付し、同包されていた各種ラベル中の記載、標

本への注記の内容と合わせ同定結果と観察初見を稿末の附表に一覧した。また、各資料については、

デジタルノギス（NTD12P-15PMX,Mitsutoyo）を使用し、Driesch（1976）設定による諸項目の計

測も実施し、表１～５に同計測値も示した。

以下、分類群ごとに資料の概要を記しておく。

当標本の概容

（1）鳥綱 Aves

ハクチョウ属 Cygnus sp.

左烏口骨破片１点（SB-DSS-077）（図1-1a・1b）が採集されていた。現生のコブハクチョウ標本
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より、サイズが一回り小さいことを確認したが、種の特定には至らなかった。

アビ科 Gaviidae,gen.indet.

右上腕骨破片１点（SB-DSS-080）（図1-2a・2b）が採集されていた。本資料については、近位端

に著しい病変が認められ（図１左下）、また三頭筋気孔窩が空いているようにも見える。それでも、

長く発達した三角胸筋稜や同程度の大きさの鳥類と比べて厚い骨幹、さらに断面形状からして、アビ

科の資料であることは間違いない。サイズは現生のシロエリオオハムよりも大きく（近位端幅

（Bp）は28.7㎜を測った。

（2）哺乳綱 Mammalia

ニホンザル Macaca fuscata

右第３前臼歯～第３後臼歯、左犬歯及び第４前臼歯～第３後臼歯が植立する上顎骨１点（SB-

DSS-017）（図2-1a・1b）が採集されていた。犬歯が小型であることに加え、歯冠咬耗の程度が微弱

であることから、いずれも若齢のメス個体に由来する資料であろう。

ツキノワグマ Ursus thibetanus

左上顎犬歯（SB-DSS-056）（図2-3a・3b）、右下顎犬歯（SB-DSS-062）、右上顎骨（SB-DSS-027）

（図2-2a・2b）、左上顎骨＋頰骨（SB-DSS-061）、左大腿骨（SB-DSS-001）各１点と、左上腕骨の遠

位部破片2点（SB-DSS-002・SB-DSS-003）が採集されていた。左上腕骨２点は残存部位が重複する

ことから、２個体に由来するとみてよい。四肢長骨については、内部の骨髄が利用されたのであろう。

同骨幹部の破断面は一様に螺旋状を呈していた。

左上顎犬歯（SB-DSS-056）については、歯根が形成途上にあり、歯冠咬耗も殆ど認められない。

右下顎犬歯（SB-DSS-062）も、切縁近心部のエナメル質が剥落しているため正確な判定は難しいが、

咬耗は殆ど進行していないように見える。出土個体の死亡時季を推定すべく、東北大学大学院歯学研

究科所管のマイクロCT（ScanXmate-E090,Comscantecno Co.,Ltd., ［90kv, 96μA, 33μm/

pixel］）を用い犬歯の内部構造も観察した結果、SB-DSS-056については象牙質の形成が生後2度目の

冬季まで進んでいることが示唆された（cf.Rausch 1967,図2-3b）。一方、SB-DSS-062については

歯根の形成が完了しているため４歳以上の成獣と判じられたが、CT画像から死亡時季を判読するに

至らなかった。

右上顎骨には（SB-DSS-027）ほぼ未咬耗の第１後臼歯と第２後臼歯が植立している。また、左上

顎骨＋頰骨（SB-DSS-061）には第２後臼歯が植立する。各資料の計測値は表１～３に示した通りで

あった。

タヌキ Nyctereutes prochonoides

左橈骨の遠位部破片（SB-DSS-076）が１点採集されていた。
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イノシシ Sus scrofa

下顎犬歯破片２点（SB-DSS-065、SB-DSS-078）と、右下顎第２切歯歯冠破片（SB-DSS-073）、

第３・４中節骨（SB-DSS-075）を各１点確認した。後述の通り、下顎犬歯にはいずれも人為的加工

が施されていた。

ニホンジカ Cervus nippon

鹿角片11点（SB-DSS-013・SB-DSS-040～SB-DSS-045・SB-DSS-053・SB-DSS-059・SB-DSS-

064・SB-DSS-066）と左下顎骨（SB-DSS-021・SB-DSS-023・SB-DSS-024）、右下顎骨（SB-DSS-

表１ ツキノワグマ犬歯の計測値

標本番号 L/R 歯根最大幅(㎜) 歯根最大厚(㎜)

上顎犬歯 SB-DSS-056 L 18.7 11.7

下顎犬歯 SB-DSS-062 R 18.0 9.9

表２ ツキノワグマ上顎後臼歯の計測値

標本番号 L/R 近遠心径(㎜) 頰舌径(㎜)

上顎第１後臼歯 SB-DSS-027 R 17.1 12.4

上顎第２後臼歯 SB-DSS-027 R 26.6 13.9

下顎第２後臼歯 SB-DSS-061 L 24.6 14.9

表３ ツキノワグマ四肢骨の計測値

標本番号 計測項目 Driesch L/R 計測値(㎜)

上腕骨 SB-DSS-002 遠位端幅 Bd  L 71.3

SB-DSS-002 骨幹最小幅 SD  L 24.3

SB-DSS-003 骨幹最小幅 SD  L 24.2

大腿骨 SB-DSS-001 近位端幅 Bp  L 70.1

SB-DSS-001 骨頭長 DC  L 31.9

Driesch（1976）の計測項目記号

表４ ニホンジカ下顎後臼歯の咬耗度と計測値

標本番号 L/R 摩滅指数 歯冠高(㎜) 摩滅面径(㎜)

下顎第１後臼歯 SB-DSS-020 R 4 13.1 3.3

下顎第２後臼歯 SB-DSS-020 R 5 15.0 2.9

下顎第３後臼歯 SB-DSS-020 R 6 21.3 2.6

下顎第２後臼歯 SB-DSS-021 L 5 15.1 3.1

下顎第３後臼歯 SB-DSS-021 L 6 17.3 2.7

下顎第１後臼歯 SB-DSS-024 L 3 12.8 2.6

下顎第２後臼歯 SB-DSS-025 L 6 22.5 1.3

※摩滅指数の判定法および歯冠高・摩滅面径の計測法は大泰司（1980）による.
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019・SB-DSS-020（図2-6）・SB-DSS-047）、左上腕骨（SB-DSS-028（図2-9）・SB-DSS-029・SB-

DSS-031）各３点、腰椎破片（SB-DSS-048・SB-DSS-049）、右大腿骨破片（SB-DSS-004・SB-DSS-

008）。右脛骨（SB-DSS-011・SB-DSS-051）、左距骨（SB-DSS-005・SB-DSS-032）各２点、外頭蓋

底破片（側頭骨＋後頭骨＋蝶形骨）（SB-DSS-060）、左上顎第１後臼歯（SB-DSS-071）、右上顎骨

（SB-DSS-068）（図2-4）、右上顎第２前臼歯（SB-DSS-072）各１点、左下顎第４前臼歯 （SB-

DSS-026）、左下顎第２後臼歯（SB-DSS-025）、右下顎第４乳前臼歯（SB-DSS-069）、胸椎（SB-

DSS-009）、右肩甲骨（SB-DSS-007）、右上腕骨（SB-DSS-030）、右尺骨（SB-DSS-046）、左中心第

４足根骨（SB-DSS-022）、左中足骨（SB-DSS-006）、左右不明中足骨１点（SB-DSS-074）各１点か

らなる42点の資料が採集されていた。左右下顎骨と左上腕骨には少なくとも３個体分に由来する資料

を確認することができた。四肢長骨の一部には骨幹部に骨髄の利用によって生じたとみられる螺旋状

の破断面が認められた（ex.図2-9）。

左右下顎骨のうち各１点は、未だ第２・第３乳臼歯を保つことから、２歳未満の幼獣に由来すると

みて良い。また、他の遊離歯・植立歯についてもの咬耗状況からして（cf.表４）、その多くが５歳未

満の比較的若齢で死亡した個体に由来するとみてよかろう。なお、鹿角片のうち４点には加工痕が認

められた。

カモシカ Capricornis crispus

前頭骨１点（SB-DSS-063）（図2-5）が採集されていた。前頭縫合の癒合が未完であり角が形成途

上であることから幼若齢個体とみられる。右角の長さは4.5㎝、左角の長さは4.1㎝を測る。

表５ ニホンジカ四肢骨の計測値

標本番号 計測項目 Driesch L/R 計測値(㎜)

肩甲骨 SB-DSS-007 関節窩長 LG  R 34.3

SB-DSS-007 関節窩幅 BG  R 31.2

上腕骨 SB-DSS-028 遠位端幅 Bd  L 49.6

SB-DSS-029 遠位端幅 Bd  L 45.4

尺骨 SB-DSS-046 肘頭高 DPA  R 41.4

SB-DSS-046 鈎状突起幅 BPC  R 15.1

大腿骨 SB-DSS-008 近位端幅 Bp  R 50.5

SB-DSS-004 遠位端幅 Bd  R 49.6

距骨 SB-DSS-005 内側高 Dm  L 20.6

SB-DSS-005 内側最大長 GLm  L 38.2

SB-DSS-005 遠位端幅 Bd  L 26.1

SB-DSS-005 外側最大長 GLl  L 42.5

SB-DSS-005 外側高 Dl  L 22.2

SB-DSS-032 外側最大長 GLl  L 43.6

SB-DSS-032 内側最大長 GLm  L 42.3

Driesch（1976）の計測項目記号
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反芻亜目 Ruminantia

断片的であるためにシカとカモシカの判別がつかず、反芻亜目に同定を留めた標本も３点含まれて

いた。その内訳は左下顎第３乳前臼歯破片（SB-DSS-070）、臼歯破片（SB-DSS-079）、右肩甲骨破

片（SB-DSS-012）、中手骨骨幹部破片（SB-DSS-050）からなる。

クジラ類 Cetacea,fam.indet.

部位不明の骨片３点（SB-DSS-018・SB-DSS-057・SB-DSS-058）が採集されていた。

その他

種不明の脛骨破片１点（SB-DSS-055）、肋骨破片12点、部位不明骨片１点も採集されていた。肋

骨破片のうち１点には齧歯類による嚙み跡も観察することができた（SB-DSS-054）。また、部位不

明骨片（SB-DSS-052）には骨表面に同一方向に走る約10条の切創が認められた。なお、当標本には

上記のほか、標本番号を与えなかった同定不能骨片137点（188.1ℊ）も含まれている。

（3）骨角器類

哺乳類遺体には、骨角器類も計８点含まれていた。素材の内訳はニホンジカの鹿角４点（SB-

DSS-053、SB-DSS-059、SB-DSS-064、SB-DSS-066）、イノシシの下顎犬歯２点（SB-DSS-065、

SB-DSS-078）、鯨骨片１点（SB-DSS-058）、種不明の骨片１点（SB-DSS-067）からなる。

鹿角資料のうち、SB-DSS-066（図3-2）は、金子・忍沢（1986）のいう「太型針」に分類し得る

資料かもしれない。一端を欠くものの、残存長6.6㎝、最大幅1.2㎝を測り、残存する端部の中央に一

孔（長径５㎜、短径4.5㎜）が穿たれていた。SB-DSS-053（図3-3）は焼成により炭化し、全体が黒

色を呈するが、やはり製品の破片とみてよい。SB-DSS-059は表面が全体に亘って摩滅しており、人

為的に研磨された可能性が高い。両側に擦り切り痕をもつSB-DSS-064（図3-1a・1b）は角器の原材

であろう。

イノシシの下顎犬歯のうちSB-DSS-065（図3-4a・4b）は、メスの左下顎犬歯で歯冠中央部に近心

面側より径約５㎜の孔が穿たれている。余す一点SB-DSS-078（図3-5a・5b）はオスの右下顎犬歯の

近心部破片で、近心部のみが意図的に切断されたとみられる。

鯨骨片（SB-DSS-058）は、焼成によるためか表面が暗褐色を呈する。種不明の骨片（SB-DSS-

067）は一端を欠き全体の形状こそ把握しかねるものの、先端部が鋭利に加工された利器の可能性が

ある。

む す び

以上、故酒詰仲男氏が採集した「最花貝塚出土資料」として同志社大学歴史資料館に収蔵されてい

る鳥獣類遺体と骨角器類の概要を述べた。はじめにも述べた通り、当標本には一部他遺跡の資料が混

入している可能性も排除できない。もっとも、アビ科を除き今回筆者らが同定した分類群は、当標本
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と同様1951年に発掘・採集された資料を観察した故直良信夫氏によっても確認されている（直良

1998）。加えて、出土した骨角器類についても、既報の資料群と照らし、最花貝塚の出土資料と考え

ることに矛盾はない（cf.金子・忍沢1986）。したがって、当標本の殆どは実際に最花貝塚から出土し

た資料であると見てよかろう。

水禽や海獣類に加え、シカ、イノシシ、さらにツキノワグマも含む当標本と同様の種組成は、尻屋

崎にもほど近い札地貝塚でも報告されている （金子1967、吉冨・佐藤2005）。こうした組成からは、

田名部平野から尻屋崎に至る下北半島東北部に展開した縄文時代人達は、海と山が対峙する半島の環

境に適応し、海岸部から沖積低地、里山、奥山に産する動物資源を幅広くかつ巧みに利用していたこ

とが窺える。

当遺跡出土動物遺体に関する直良氏の前掲論考のなか、わけても注目すべきは、少なくも13個体

（最大30個体以上）に由来する犬骨も確認したという記述であろう（直良1998：101）。同論考におい

て氏は、いずれも４・５歳の個体に由来するとおぼしきそれら犬骨群がクマの襲来に備え飼われてい

た番犬の遺体である可能性をも指摘された。しかしながら、それとおぼしき犬骨群は、目下、国立歴

史民俗博物館所蔵の「直良信夫コレクション」（国立歴史民俗博物館2008）、慶應義塾所蔵資料のいず

れにも認められない。そのため、筆者等は当初、同犬骨群が当標本に含まれている可能性もあると考

えていたが、期待に反し、当標本に犬骨を見いだすことはできなかった。

周知の通り、縄文時代の犬骨は特に後期以降、東北地方の太平洋側に多出する傾向にあるが、北海

道における出土例はごく僅かで、津軽平野以北の遺跡からも10個体を越す纏まった資料が出土した事

例は他に聞かない。それだけに同犬骨群は精査を要する資料といえる。また、既報によれば、最花貝

塚からは埋葬人骨も発掘されているが、目下その所在も摑めていないという。近い将来、それら犬

骨・人骨も含め、過去の発掘調査で出土した生物遺体の全容を把握し、年代測定、aDNA、安定同

位体分析なども実施した上で、最花貝塚を形成した縄文時代人の動物資源利用の全容を明らかにでき

ることを願い、小稿を擱筆する。
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図 1 鳥類遺体

1.ハクチョウ属左烏口骨（SB-DSS-077）［a：前面,b：後面］,2.アビ科左上腕骨（SB-DSS-080）［a：前面,b：

後面,白枠内は近位端病変箇所の拡大像］
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